
【事 務 事 業 基 本 情 報】

【事 業 概 要 ・ 指 標】

【改 革 案】

【指 標 の 推 移】

【投 入 コ ス ト ・ 人 員】

【環 境 変 化 等】

糸島市内において、少年少女を対象とした防災に関する団体は、糸島少年消防クラブ以外にはなく、将来の地域防災を支える人づ
くりのためにも大変重要であり、クラブ活動の継続が必要である。

開始時の周辺環境・課題

昭和58年設立、少年少女に防災に関する知識及び必要な技能を習得させ、防災思想を普及するとともに団体生活の規律を通してコ
ミュニケーション能力を向上させ、社会に奉仕することを目的に結成された。

現状の周辺環境・課題

糸島市内の前原・志摩・二丈地区ごとの隊員数にばらつきがみられるため、募集（周知）の方法について検討する必要がある。

今後の予想される周辺環境・課題

少子化や習い事等の影響により、クラブ員数が減少傾向にあるため、クラブ員の確保及び事業内容の充実等を図る必要がある。ま
た、指導員が高齢化しているため、新規の指導員の確保、育成等について検討する必要がある。

トータルコスト 円 85,500 85,500

市民及び議会等の意向・ニーズの変化等

年　度 単位 令和元年度決算 令和2年度予算

成果指標

① ％ 100 100

地域防災力を向上させるためには将来を担う少年少女の育成が不可欠である。将来を支えるひとづくりに資することにより、地域
防災力を向上させることを目的としているので、継続が必要である。

単位 H31年度実績 目標値

【対象者】

　糸島少年消防クラブ

防災キャンプ、施設見学、山岳訓練等の事業

今後の実施方向性 現状維持

【目的】

【対象事業】

クラブ員の消火器取扱習得率
消防の訓練礼式によるクラブ員の自主的
な点呼、集合完了報告要領習得率

①
　地域の防災力を向上させるためには、将来を担う少年少女の育成が不可欠である。
規律訓練、消火器取扱訓練、防災キャンプ、施設見学、山岳訓練等を通して防災知識
を習得させるとともに、コミュニケーション能力を向上させ、将来の地域防災を支え
る人づくりに資することにより、地域の防災力を向上させることを目的とする。

事業概要 成果指標

区分 ②奨励・支援的事業補助

該当例規等 なし

基本目標 基本目標４＿快適に暮らすことができる安全･安心のまちづくり

政策 政策６＿防災・防犯体制の確立

施策 施策⑫＿地域防災力を強化する

補助期間 令和２年度 まで

178

令和２年度補助金評価表（令和元年度交付分）

事務事業名 糸島少年消防クラブ補助金

担当所属 予防課 連絡先 092-332-8026


